
主催 ：大日本住友製薬株式会社

Diabetes Relationship Seminar 
in 島根

連絡先： 大日本住友製薬株式会社 飯塚奈津子 080-4365-3702

WEB (Zoom)ご視聴方法は裏面をご確認下さい会 場

日 時 2022年2月8日（火）19:00～20:00

座 長 佐藤 利昭 先生

隠岐の島町国民健康保険五箇診療所 院長

「 糖尿病症例と向き合う
～スティグマとアドボカシー活動～ 」

特別
講演

金﨑 啓造 先生

島根大学医学部 内科学講座 内科学第一 教授

演 者

糖尿病に関わるスティグマとアドボカシー

スティグマ（stigma）とは、特定の属性に対して刻まれる「負の烙印」という意味を持ち、誤った知識や

情報が拡散することにより、対象となった者が精神的・物理的に困難な状況に陥ることを指す。糖尿病治
療は近年向上し、血糖コントロールを良好に保つことで健常者と変わらない生活を送ることができるにもかか
わらず、必要なサービスが受けられない、就職や昇進に影響する、などの不利益を被るケースが報告されて
いる。こうしたスティグマを放置すると、患者が糖尿病であることを周囲に隠すようになり、結果として適切な
治療の機会を失い、糖尿病やその合併症が重症化してしまう場合がでてくる。結果として、国民全体の健
康寿命の短縮、医療費の増大や生産性の低下などにもつながるなど、個人から社会全体のレベルまで
様々な悪影響を及ぼすことになる。
日本糖尿病学会と日本糖尿病協会は、糖尿病患者をとりまくスティグマの重大な悪影響を改めて認識
し、それを取り除くことで糖尿病であることを隠さずにいられる社会を作ることを目指している。このように特定
の集団や取り組みを支援する活動のことをアドボカシー（advocacy）活動という。学会や協会の取り組
みに留まらず、個人や医療機関、地域や国、あるいは国境を超えた国際的な取り組みなど、さまざまなレベ
ルでのアドボカシー活動が、糖尿病関するスティグマの解消を目指す上で有用であると考えられる。

参考）日本糖尿病学会、日本糖尿病協会、アドボカシー委員会設立

～糖尿病であることを隠さずにいられる社会づくりを目指して～、2019

糖尿病治療ガイド2020-2021より引用

※島根県医師会生涯教育講座1単位取得予定



FAXでのお申込みも可能です。
下記項目をご記載の上、送信下さい。

ご施設名：

ご芳名：

ご連絡先(E-Mail)：

お申込み先：大日本住友製薬株式会社 山陰営業所 飯塚 行

FAX番号：0852-27-2729

＊ご連絡いただきました「個人情報」は、本会運営目的で使用させていただきます。
＊本講演会は医療従事者のみご参加頂けます。
＊ご登録頂きましたメールアドレスに前日までに、別途招待メールを送付致します。

ご参加申し込み方法

①下記二次元コードもしくは、URLから「お申込みフォームへお進みください。

②「お申込みフォーム」から「ご施設」・「ご芳名」・「メールアドレス」をご登録
下さい。

③ご登録いただきましたメールアドレスに前日までに、別途招待メールを送
付いたします。
当日は、ご招待メールに記載のURLよりご視聴ください。

URL：

https://zoom.us/webinar/register/WN_hh
Sbx47GR0ip--fG8a1w-g

【お申し込み締め切り】
2月7日(月) 12:00

＊ご連絡頂きました「個人情報」は、本会運営目的で使用させて頂きます。

https://zoom.us/webinar/register/WN_hhSbx47GR0ip--fG8a1w-g

